
Title アーツ・アンド・クラフツ・ムーヴメントを考える

Author(s) 羽生, 清

Citation デザイン理論. 1989, 28, p. 30-49

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52668

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ ・

ム ー ヴ メ ン トを考 え る

羽 生 清

は じめ に

建築 におけ るポス ト ・モ ダンの運 動が,近 代 主義 の画一的 なイデオ ロギー を

批判 した ことに始 まり,デ ザ インの中の さまざ まな展開が楽 しめ る昨今 であ る。

しか し,な お,近 代化 を国家事業 として取 り行 な って いる国 々が あ り,ま た,

社 会主義 に対 して も問い直 しが行 なわれつ つあ る。

マル クスやエ ンゲルス の思索 は,多 くの国で政治的理念 として実践 された。

しか し,人 々 の生活 は,そ れぞれの風土や歴史 か ら切 り離 され るこ とな く,マ

ルクス主義 とい うよ り,中 国主義 や ソビエ ト主義 とも言 うべ き姿 を露呈 して き

た。 そ こで も,食 べ るこ と,着 るこ と,住 まうこ と,生 活 の周辺 こそが,人 々

の幸福 と深 く繋が って いる ことを見せ て くれた。

マル クスの学 問が,そ の後 の世界 に多大 な影 響 を もた らしたの とは対 照的 に,

マ ル クスの一年 後 に生 まれ たジ ョン ・ラスキ ン(JohnRuskin)の 思 想 は,前

近代 的な道学者 の態度 として忘 れ去 られ ようとしてい る。 けれ ど,マ ル クス経

済 学の実験が ひ とつの帰結 を見せて きてい る今,ラ スキ ンの言葉 に新 しい響 き

が感 じられ る。

歴史 は理論体 系 の余剰 に真実 を晒す。 マル クスが構築 した理論 か ら逸脱 した

問題 に とま どう時,生 活 の国,英 国で綴 られた テキス トの中 に,明 日をイメー
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ジす る力が隠 されてい るか もしれ ない。 自 らの内的必然性 によって産業 の近代

化 を遂行 した唯一 の国,英 国19世 紀 の状 況 は,考 えるヒ ン トに溢 れ てい る。

近代化 の始 ま りにあって,当 時 の知識人 が早 くも,そ こに潜 む非人 間的側面

を厳 し く糾弾 しなが ら,彼 らのユー トピア を眺望 していた ことに驚 く。 ジ ョ

ン ・ラス キ ンや ラ フ ァエル前 派 の画 家 た ち,ウ ィ リアム ・モ リス(William

Morris)か らア ー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツ ・ムー ヴ メン トの デザイナーへ と繋っ

てゆ く系譜 で ある。確 か にアール ・ヌー ヴ ォー,ア ール ・デ コの視覚的華麗 さ

やバ ウハ ウスの機能 主義 の方 が,ず っ と身近 かだ。 しか し,ア ー ツ ・ア ン ド ・

クラフツ ・ムーヴメ ン トの魅 力 は,結 局 の ところ今 日の私 たち にまで引 き継が

れて きた夢 を原形 として温存 してい る点 に ある。

フラ ンス の政 治 は,18世 紀 終 わ りか ら,市 民革命,ナ ポ レオ ン帝政 か ら共

和制へ と,め ま ぐる し く動 く。政治 の体制 は,新 らたな視覚 の獲得 とと もに造

り変 え られてゆ くことを証明す るかの ように,古 典 主義か らロマ ン主義,写 実

主義 か ら印象派へ と絵画 の形式 も変貌 す る。

自由,平 等 を旗 印 に,流 血 を通 して政治理念 を具体化 したフ ランス と異 な り,

英 国で は,産 業構造 の推 移が,政 治の形 を徐 々に変 えた。市民 革命 と産業 革命,

18世 紀 後半 か らの歴史 状況 の違 い は,そ の まま英仏 二 国の美術 に反 映 した。

造形 の理念 と色 彩へ の感性 を解放 したフラ ンス印象派 と,社 会倫理 や文 芸 に緊

縛 され た英 国ラ ファエル前派。

宗教や道徳 で人生 を装 飾 した古風 な物語 絵が,や がて,生 活 のイメー ジの全

体 をデザイ ンしてゆ くこ とになる。 そ こには,印 象派か ら抽象絵 画への展 開の,

い わば対 をなす,ヴ ィク トリア朝 に萌芽 し,今 日の生活 アー トへ と向 う,も う

ひ とつの流れが読 み取れ る。

当時の産 業大 国 にお いて,ラ ファエル前派 の画面が生活 環境 へ と移行 し,や

がて,ア ー ツ ・ア ン ド ・クラフツ ・ムー ヴメ ン トへ と展 開 し挫折 してゆ く有様

は,経 済大 国 を生 きる私 たちの明 日を考 えさせて くれ る。 ラファエル前 派 の文
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芸的 な視 点の中 に,日 本 の物語絵 と通 い合 う ところが あ り,美 を生 活の 中で捉

える英 国人 の感性 も私 た ちに近 い。

1848年,ダ ンテ ・ガ ブ リエル ・ロセ ッティ(DanteGabrielRossetti)を 中

心 に宗教 画 の再生 を試 みて出発 した ラフ ァエ ル前派 は,1860年 代,ウ ィ リア

ム ・モ リスや エ ドワー ド ・バー ン=ジ ョー ンズ(EdwardBurn-Jones)が 参

画 した とき,絵 の中 の空 間 を生活 の中に再 現 した。 それが,ア ーツ ・ア ン ド ・

クラフツ ・ムー ヴメン トへ と広が っていった とき,作 り手の生活 自体 を ,ユ ー

トピアの物語 と強 く結 びつ けた。 デザ イ ン誕 生 の歴史 は,快 適で合理的 な生活

を求 めて始 まったわ けで はない。 それ は,人 々 の精神 をさ まざまな形 に織 り込

んだ文芸や哲学 と深 く関 わ りなが ら,生 きることへ の問い を視覚化 していた。

ラ ファエル前派 を支持 し,モ リス に多大 な影 響 を与 え,ア ー ツ ・アン ド ・ク

ラフツ ・ムー ヴメ ン トの思想 的背景 をなしたの は,ジ ョン ・ラスキ ンで あ る。

産業革命 の先駆者,英 国が デザイ ンにお ける機械 導入 に関 して も最初 の理解 を

示 すであ ろう とい う予想 に反 して,英 国知識人 は,生 活 を守 るため に商業主 義

と戦 うことを選 んだので ある。彼 らは,ア メ リカや ドイツの人 々の ように は蒸

気機関 に魅 了 され なかった。 自国が生 みだ した人類 の生活形態 を変 えるに至 っ

た産業技術 に極 めて冷 淡であ ったのであ る。

ラ フ ァ エ ル 前 派 の 展 開

英国美術界 の俗 物ぶ りに不満 を抱 いたロセ ッテ ィが,ラ ファエ ル前 派 を結成

した の は,彼 が20才 の 時だ った。 彼 とジ ョン ・イ ヴェレ ッ ト ・ミレイ(John

EMillais),ホ ル マ ン ・ハ ン ト(HolmanHunt)の 三 人 が中心 だった。

ラ ファエル前派 は,ヴ ィク トリア朝 に生 まれ た芸術 の騎 士 たちだった。 それ

は,物 質の時代 を生 きた破 れかぶれの理想 主義 者 の物語 であ る。 ドン ・キホ ー

テの ように,彼 らの頭 の中に は,中 世 の騎士道 で満 されていた。彼 らは,風 車

の代 わ りに機械 と戦 い,ド ラゴ ンの代わ りに鉄 道 に挑 んだのであ る。 そ して ,
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自分 たち に も定義 で きない何 ものか,過 去 と未来,あ るい は,そ のふ たつ を同

時 に求 め,自 分 たちの生 きた時代 を免れ ていた。 それ は,文 学,芸 術,宗 教,

政 治,そ して椅 子 や テー ブル まで を通 り抜 け たヴィクトリア朝 の光で あった。1)

1849年,彼 らの絵 に印 されたPre-RaphaeleitBrotherhoodの 頭 文字,P・

R・Bは,当 時,人 々 に秘 密結社 めい たいかがわ しい感 じを抱かせ た と言 う。

それ が新 しいパ トロンを大 い に惹 きつ けてゆ くこ とにな る契 機 は,ラ スキ ンが

彼 らの 自然主義 的描 法 を賞賛 した こ とに負 う。2)

ラ スキ ンが みていた 自然 は,今 日の私 たちが考 えてい る自然 とは大分違 う。

それ は,厳 しい宗教 教育 を受 けた彼が 自然 の中に見 た"神"を 意味 していた と

考 え るとわか りやすい。 この 自然が,宗 教 に懐疑 的 になって いった後期 の著作

図IDanteGabrielRossetti,TheGirlhood

ofMaryVirgin,1849

の中で は更 に重要 となってゆ く

が,そ れ につ いて は後述 す る。

一 見
,何 の新 しさも読 み取 れ

ない ラフ ァエル前派の絵 の中 に,

時 代 に対 す る大胆 な挑戦が 隠 さ

れてい たので ある。それ は,従

来 か らの技法 の踏襲 によってで

はな く,自 然 と生 活の 中で神 を

描 こう とす る試みだ った。 そ こ

に神 の国 を指 し示す宗教画 か ら,

神 の国 を この世 に持ち込 もうと

意 図 したコペ ルニ クス的転 回が

読 み取れ る。

「マ リアの少女時代 」をロセッ

テ ィは,日 常 的な文脈 の中で描

いて いる。刺 繍 をして いるマ リ
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アのモ デル は妹で,聖 ア ンナは母 だった。 モデル に家族や恋人 が多い の も,ラ

ファエ ル前 派の特質 だ。モ デル は,生 活の感情 を持 続 したま まキ ャンバ スの前

に赴 く。宗教 や物語 の世 界が生活 か ら遊 離せ ず,絵 の中 の光景 を近 しい もの に

して いるの は,モ デルた ちのせ いか もしれ ない。

女性 たち は,絵 の中へ,そ れ ぞれの表情 を持 ち込 んだ。表情 ばか りで はな い。

エ リザベ ス ・シダル,ジ ェー ン ・バー デン と言 った名 も持 った。 そ して画家 た

ちは,ミ ュー ズで はな く受 肉 したひ とりの女性 によって霊感 を得 ていた。世紀

末 の女 を予言す る ような美女 たちの面影 は,近 代 的 な家族制 度の 中に囚われ る

ことを潔 し とは しなか った女神 たちの苦悩 を表 出 してい るように も見 え る。

ラ ファエル前派 の画家 たちの毎 日の方が,物 語へ と接近 してい たのだ ろうか。

彼 らの愛 のい ずれ もが,『 新 生』 のベ ア トリーチ ェ とダ ンテ,あ るい は 『アー

サー王伝 説』 の王 妃 グ ィニ ヴ ィア と騎 士 ラ ンス ロ ッ トの よ うに厳 しい。3物語

と日常 の交錯が 自覚 させ た生活 の重 さ。 あ るい は身 の まわ りの小 さな道具 たち

の醸 しだす雰 囲気 のか けがえのな さ,そ れが宗教 の再生 をめざ した絵 画運動 を

図2JohnEverettMillais,ChristintheHouseofhisParents,1850
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デザ イン運動 へ と変 え る。

刺 繍 を してい るマ リア像 は,手 仕事 に対 す る思 い入れの強 い ラファエ ル前 派

らしい。 ミレイの キ リス トも大工道具 の前 に佇 む。 マ リアや キ リス トの面 に も

時が流れ,絵 の中の すべてが神の光 に照 らされ て鮮 やかだ。 だか らこそ,細 部

までが,聖 なる人 々 と同 じように,丁 重 に描 かれ な くて はな らなか った ので あ

る。 一枚 だけ残 され てい るモ リス の油彩画 「王妃 グィニヴ ィア」 の絵 は ,硬 直

した人物 に比 べて背景 の方が,余 程美 しい。

50年 代,60年 代 は,1851年 の 大英博 覧会 の反省 か ら ,国 政規模 でデザイ ン

図3WilliamMorris,QueenGuinevere,1858

の重 要性 が強調 された時代

で ある。 しか し,近 代 デザ

イ ンが一 面 にお いて極 め て

反動 的な中世主義者 たち の

仕事 か ら語 られ てゆ くの は

興味深 い。デザ イン とは,

いわ ば,ど んな物語 を生 き

よう とす るかの手づ くりの

選択 であ り,機 械 で大量 に

物 を製造 す るこ ととは違 う。

時代 に抗 して,自 らの詩精

神 を守 る ことの中 にこそ,

デ ザ インの芽 が潜 んで いた

ので ある。

あ るいは,物 語 が生活 の

デザイ ンを生 んだ ともい え

る。我 国 で 『源氏 物語』が

さまざまな工芸 品 を育ん だ
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図4Gounandsidelesssurcoat,

designedbyWilliamMorris,

1857

よ うに ……。19世 紀英 国の ラ フ ァエル前

派 の画家た ち も 『アーサ王伝説』 に魅せ ら

れ る。彼 らは物語 の空 間 を設計 し,登 場人

物 の衣 装 を考案 した。 中世風 の小道 具 を制

作 し,そ れ らをモデル と ともに忠 実 に描 い

たのであ る。 それ らは,や が て,画 面 か ら

出て,生 活 を彩 ることになる。

1853年,ミ レイ が ア カデ ミー の会 員 と

な り,1854年,ハ ン トが 中近 東 へ赴 き,

当初 の趣 意が破綻 して し まったラ フ ァエル

前派 の中 にあって,な お一貫 してい る姿勢

を探 そ う とす るな ら,そ れ は,生 活的,デ

ザイ ン的 な視 点で あ る。 「ラ ファエル前 派

が消 え失せ て しまうまえに,オ ックスフォー

ドか らや って きた若者 た ちが魔 法 のよ うな

情熱 を燃や し,美 と理想 の新 しい世界 を凝

視 す る ことにな る。ニ ュー ・リー ダー は,

ウ ィ リアム ・モ リスだった。」4)

モ リスは,絵 を描 くことをや めて,ス テ ン ド ・グ ラスや布 に取 り組 んだ。そ

して,ク ラフ トマ ンシ ップか ら社会秩 序 を変 えて しまう ことを企 てた ジ ョン ・

ラス キンの論理 へ と向った。 それは,ま さ しく革命 だ った。 しか し,過 去 を愛

し,新 しい もの を憎 む後 向 きの革命 であ った。 モ リス は,他 の社会 主義者 とは

違 って,す べ ての人が芸術 家で あるべ きと考 えた ラフ ァエ ル前派 の社会主 義者

だ った。仕事 を していて,モ リス は幸福 で あ り,彼 の仕事 は芸術 で,そ れ は労

■

働 の表現で あった のであ る。

労働 は,ラ フ ァエ ル前 派 の情熱 であ り,理 想 的な過去,中 世 がモ デル とな っ
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図5FordMadoxBrown,Work,1852-62

ていた。 フォー ド・マドッ

ク ス ・ブ ラ ウ ン(Ford

Madox-Brown)の 絵 に

見 られ る労働 を,フ ラン

ス,レ・アリスムの画家 ギュ

ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ

(GustaveCourbet)の

そ れ と比 べて みる とお も

しろい。 ラファエル前派

の画 家たち に とって,労

働 は,神 が課 した罰 で は

な く,共 同体 を形成 す る喜 びであ ったの である。 労働 を人 間疎 外 と捉 えたへ一

ゲルか らマ ルクスへ と向 う労働 観 とも異 なる,中 世 か ら民衆 の間 に育 まれ て き

た楽 しげな仕事 への想 いが,絵 の中 に溢れ てい る。

アーサ王へ のモ リス の傾倒 が,必 然的 に社会主 義へ と繋 が って いったのであ

る。中世 の匠が作 った と伝 えられ る,序 列 な しに平等 に囲む ことの出来 る円卓

へ の共 感 は,モ リスの 中で社 会主義革命へ と向 うこ とにな る。 しか し,彼 の思

想 はあ くまで生活 の細部 か ら出発 してお り,暮 しぶ りを踏 まえた その展 開 は,

何 か信 じるに足 る もの を感 じさせ る。モ リスのマー トン ・ア ビィの工場 は,中

世 に倣 って,労 働者 の ユー トピアに近づ く。

彼 は更紗木綿 の大 規模 な工場 を始 めた。 けれ ど も,そ の場所 を,で きるだ け

工場 らし くない ように配慮 した。綿糸 はバ ターカ ップの間 に置かれ た。訪 れた

人 々 は,そ こでお茶 を飲 み,マ リー ゴー ル ドの花 を抱 いて帰 った。彼 は,工 場

を喜び の夢 に変 えたのであ る。

o
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ラス キ ンの 遺 言

ラファエル前派 とウィリアム ・モ リスの仕事に決定的な影響 を与 えたのが,

ラスキンである。彼 は,モ リスがデザイナーであったような形で工芸に関与 し

ていたわけではないが,工 芸 も常に彼の視野に入っていた。

『建築の七燈』 は,建 築を語 りながら,そ れが造 られる際の人々の努力を浮

上させる。ラスキンは,芸 術 の形を自然の美 と比較 しなが ら,た とえ,そ れが,

傍の草群 より百万倍 も劣 るとはいえ,「 その中に思想や辛苦,そ して,悲 痛か

ら立ちあがって終 に成功の歓喜を得 るまでの記録 を発見すること」5)に感動す

るのであると言う。その喜びが感受されない故に,彼 は機械を厭 う。

神か ら芸術へ,更 に私たちの生命を育む大地へ と,ラ スキンの視点 は移って

ゆ く。機械を駆使し,現 在 を生 きる私たちによって,便 利で住み良い都市を造

ろうとするデザイナーの意志が,地 球の生態系を破壊 している事実 を警告 して,

彼の言葉は予言的である。

「子孫のために自己の欲望 を制し,私 たちの子孫に日陰 を与 えるために植林

するという考えは,一 般的な努力の動機の中に入っていない。 しか し,そ れに

もかかわらず,こ れ らは依然 として私たちの義務なのである。神は,地 球を私

たちの生命のために貸し与えられた。それは,私 たちが勝手 に譲 り渡 したりす

ることの出来ない大切な世襲財産である。

人は,後 に来 る者 に与え得 る程 に同時代人 に幸福を与え得 るものではない。

また,い かなる説教壇より発せられる人間の声 も,墓 より発せられる声程に遠

く達するものはないのである。」6)

大気汚染,核 の問題の中で,私 たちは,私 たちの後に続 く者の幸福を,そ れ

どころか,存 続の可能性 さえも,現 在 の享楽の犠牲にしているのではあるまい

か。中産階級の一人息子 として大切 に育てられたラスキンが,ま わ りに目を向

けた時,そこに見えたのは,破壊されてゆく自然環境と労働者の悲惨な生活であった。

『この最後の者にも』は,『建築 の七燈』の中で既述 されていた危惧,即 ち,
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産業 化 によって失 なわれ て ゆ く人間 の徳質 について,経 済 的視野か ら告発 した

ので ある。 「この最後 の者 に も」生命 を享 受す る こ とが許 される ために は ,20

世 紀 を生 きる私 に,と れ だ けの電気 を使 うことが許 され,ど れだ けの排気 ガス

を放 出す るこ とが許 され てい るのか。今,私 たち は,地 球 を生 きる最後 の者 の

目で生 活 を計 らな けれ ばな らない時 を迎 えてい るようだ。 墓の中か ら,ラ スキ

ンの声 が私 たちの放 縦 を叱 る。

ラス キ ンは,『 この最後 の者 に も』 の中 で経 済論 に価値 の問題 を挿 しはさん

だ。学 問が学問 として,そ れぞれの領 域 を確立 しよう としていた時 に,彼 の態

度 は時代 の波 に逆行 して いた ように見 える。 しか し,コ ス トに基づ く価値論 が,

そ れぞれの人 に どの ような価値 を持 つ商品で あるか とい う根本 問題 を無視 して

いる ことを宣明 した最初 の人 であった とも言 えるので あ る。

「もし家 に堅 いパ ンが一片 だ けあ り,母 親 と子 どもが飢餓 に瀕 して いるな ら

ば,か れ らの利害 は同一で はない。 しか しなが ら,だ か らと言って,両 者 の間

に 『反 目』が起 こ り,両 者 がその堅 くな ったパ ンのた めに闘い,そ して母親 が

強 いため に,そ れ を奪 って食 べ るとは必ず し も言 えな い。」7)

現 実 の悲 惨 を救 うもの は,神 で はな く,人 間の愛 で ある。 ラスキ ンは,愛 を

挿 しはさんで,唯 物 的な経済学 を無効 にして ゆ く。 と同時 に,産 業 に徳 を導入

す る ことによって,そ れが,宗 教 と同様,人 類救済 の可能性 を持 つ と示唆 す る。

「義務感 の もとで は,生 命 を失 な うの と同 じよ うに,6ペ ンス も失わ なけれ

ばな らない こ と,そ して市場 は説教壇 と同 じよ うに殉 教者 を持 つ こ とが 出来 る

し,商 業 は戦争 と同 じように,そ の英雄 を持 つ ことも出来 るのを人々 は発見 す

るだ ろう。」8)

産 業 を倫 理的立場 か ら論 ず る彼 は,人 間 こそが,唯 一 の,そ して究極 の富 で

ある とい う,ご く当 り前 の,し か し,忘 れ られてい る事柄 を明示す る。

「富 の真 の鉱脈 は,深 紅色 であ るこ と,岩 石 の中で はな くて肉体 の なか にあ

る こと,あ るいは,ま た あ らゆ る富 の完成が,出 来 るだけ多 くの元気 のいい,
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図6CoveroftheCenturyGuild,HobbyHorse,1884
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眼 の輝 い た,心 楽 しい人 間 をつ くりだす ことであ る とい うこ とも,お そ ら くわ

か るで あろ う。」9)

富 がつ くりだ され る もので はな く,人 間 にあ り,そ して経済 の論理 は,つ く

ることで はな く,使 う ことか ら考察 され るべ きで ある とラスキ ンは説 いてい る。

経済 の中で消費 や価値 について問 うことは,成 熟 した社 会 を生 きる私 たちの特

椎 で あるか のよ うに思 って しまう。 しか し,彼 は,今 日の 日本 を射程 に入れ て

発 言 して いるよ うで ある。

「経済学 の究極 の 目的 は,良 い消費 の方法 を学び取 るこ とで ある。 いいか え

れば,あ らゆる もの を,立 派 に用 いる ことであ る。」1°)

言 葉 の稠密 な構 築 を企 てて建築や絵画 について論 じた ラスキ ンは,背 後 にあ

る社 会制度 に目 を向 け,道 徳 と経済 の改革 を目的 としてセ ン ト・ジ ョー ジ ・ギ

ル ドを開設 した。 これ は,1880年 代 の クラフ トを中心 に結 びついてい った ギ

ル ドとは様相 を異 に していた。 ラスキ ンの企 画 は,友 人 た ちを うんざ りさせ て

失敗 して しまった けれ ど,そ れ は,当 時 の若 い クラフツマ ンを刺激 して,1次 々

と新 しいギル ドを生 みだす こ とになったのであ る。

ギル ドの 興 亡

セ ンチ ュ リー ・ギ ル ド(CenturyGuil(Dを 設 立 したアーサー ・H・ マクマー

ド(ArtherH.Mackmurd)は,1871年 に 発 表 され た ラ スキ ンの 『フ ォー

ズ ・クレイ ビゲ ラ』 に強い感銘 を受 けた。労働 者へ のア ピール とセ ント・ジョー

ジ ・ギル ドの経過 を伝 える この刊行物 が機 縁 となって,彼 はオ ックス フォー ド

にお けるラスキ ンの ドロー イ ング ・クラス に参加 す るこ とにな ったので ある。

彼 はラス キ ンに認 め られ,1874年,彼 らは共 にイ タ リー を旅行 す る。 その後,

マ クマ ー ドは,ラ ス キ ン と共 に労働 学校(WorkingMen'sColloge)で 教 え

る こととな った。

1882年 に設 立 され たセ ンチ ュ リー ・ギル ドは,そ の意 図を伝 える美 しい雑
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誌 『ホ ビィ ・ホー ス』 で知 られ てい る。マ クマー ドは,モ リスの影響 を受 けな

が ら,印 象 派風 の色彩 な ど,彼 とは全 く異 なった一面 を持 っていた し,家 具の

パ ネルにロマ ンスを描 こうな どとは考 えもしなかった。 自然 の生 命力 をのびや

か に謳 いあげ た彼 の線 が,ア ール ・ヌー ヴォーの先駆 のよ うに語 られ る ことは,

彼 に とって心外で あった にちが いない。 メンバ ーの それ ぞれが 自分 の仕 事 に没

頭 して しまい,ギ ル ドは1884年 に解体 して しま う。

1884年 に生 まれ たアー ト ・ワー カー ス ・ギル ド(ArtWorkers'Guild)は,

図7Peacockcretonne,designedbyA。H.Mackmurdo,1882
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会 長 も選挙 に よって決定 され る工芸 に関す る広範 な運 動母胎 だ った。有力 メ ン

バ ーの ひ とり,ル イス ・F・ デ ィ(LewisF.Day)は,デ ザイナ ー と して活

躍 す る とともに,デ ザイ ンに関 す る興 味深い書物 を残 してい る。

図8Plate23intheApplicationofOrnament

一43一



ダ

1888年 に 出版 した 『装飾 の応 用』 の中で,彼 は,「 鍛鉄 にみ られ る葉飾 りは,

そ の技 法 がデザ イ ンに大 き く作 用 して い る」ll)と考 察 して いる。美 しい イ ラス

トレー シ ョンを ともな った彼 の書物 は,多 くの版 を重 ねてい るこ とか ら,当 時,

デ ザイ ンの基本 書 として愛読 されて いたにちがい ない。

広汎 な知識が 生か され,新 しい産業技術 ともよ く対応 していた彼 のデザ イン

は,生 前,高 く評 価 され ていた のに;現 在,忘 れ られ てい るの は残念 な気が す

る。

1898年 に 出版 され た 『装飾 の 中の 自然 』 には,ラ ス キ ンや モ リスが 考 えて

いた ロマ ンテ ィックで形而 上学的気分 を ともなった 自然 とは異 な る植 物学 的 自

然 が 出現 してい て,私 たち に身近 か だ。 デ ィ は, ,「自然 は装飾 の 出発 で あ り,

帰 結 であ る」12)とい う。 しか し,「 多 くの場合,特 別 な葉で はな く,発 葉が,そ

して,特 別 な植物 で はな く生長 が,人 々 に霊 感 を与 えて きた ので ある」13)と語

る。

ディの この よ うな 自然観 は,ア ー ツ ・ア ン ド幽・クラフツ ・ムー ヴメ ン トの思

想 を記 述 す る もの として再評価 を試 み る価 値が あ る。 「か って,哲 学 の中で夢

み られ た以 上 の もの が,芸 術 と装 飾 の中 に存 在 す る と希望 し ようで はな い

か」14)とい う発 想 が,こ の運動 に は確か に内在 していた ので あ る。

1888年 に 設立 され たア ーツ ・ア ン ド ・クラフツ展 覧協会(ArtsandCrafts

ExhibitionSociety)は,ク ラ フツ メンの研 修 の機会 をつ くるだ けで はな く,

更 に積極 的 に,制 作者 と公 衆の 出会 いの場 を設定 したので ある。制作 者 を明示

して出品す る展 覧会 は,芸 術 作品 に劣等感 を持 ち続 けて きた工芸 品の社会 的地

位 を高め る こと となった。

しか しなが ら,ラ スキ ンの教 え を,そ の内面 的意 味 にお いて具体化 したの は,

チ ャール ズ ・ロバ ー ト・ア シュビー(CharlesRobertAshbee)で あ る。 彼 は,

大 学 のセ ツル メン トの先駆で あった トイン ビー ・ホール に住 み,そ の趣 旨,労

働 者 の教育 には賛 同 しなが らも大 学で も修道 院で もクラブで もない在 り方 に疑
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問 を持 って いた。

アシ ュビー は,ラ ス キ ンの 『フォー ズ ・ク レイ ビゲ ラ』 を読 むク ラス を開講

し,そ の成功 に勇気 づ け られて,ド ローイ ングや デコv一 シ ョンを教 えるクラ

ス を持 った。 そ こで の教育 を実践 して,ト イ ンビー ・ホール のダイニ ングルー

ムの装飾 を手 が け,こ れが契機 となって,ギ ル ドの開設 に踏 み切 るこ ととな る。

1888年,開 設 当初 の メ ンバ ー は3人 で,資 本 金 は50ポ ン ドだ った。財政 困

図9EssexHouse,intheMileEndRoad,the

frontispiecetoAnEndeavourToward

theTeachings(ゾ 力 伽R贈 ガη αη4賜1伽3』40廊

難 に もかかわ らず,ギ ル ド

は発 展 し,1890年 代 に は,

マ イルエ ン ドのジ ョー ジア

ンの建 物,エ セ ックス ・ハ

ウス を借 りる こ とになった。

1898年 に は,エ セ ッ ク

ス ・ハ ウス ・プレスを設立

し,ケ ルムス コ ッ ト ・プ レ

ス の職 人 を雇 い入 れ,モ リ

ス の 使 って いた ア ビニ オ

ン ・プレス機 を買い取 った。

『ウ ィリアム 。モリスとジョ

ン ・ラスキ ンの教 えへ の努

力 』 の ような出版物 は,ギ

ル ドを宣伝 す る ことにな っ

たのであ る。

1903年,エ セ ック ス ・

ハ ウ スの借用期 限が切れ て,

ロ ン ドンで適 当な場所 を見

つ け ることの出来 なかった

一45一



ギル ドは,チ ピング ・カムデ ンへ と拠点 を移 した。 この田舎 への引越 は,モ リ

スのマー トン ・ア ビィへ の移転 を思わせ て夢 を誘 う。

機械 が どん どん と大がか りにな り,旧 式 な村 の産業 は生 き残 るために苦 しい

戦 い を し た 後,仕 事 が な くな り,絶 滅 し て い っ た の で あ る。 マ ス タ ー

(Master)と い う言葉 は,技 術 に熟達 して い る人物 を意味 す る言葉 で はな く

なって,他 人 を支配 す る人 を指 す ようになって しまった。

荒 んでい く村 の生 活 をい きか えらせ よ うとした アシュビーの努力 は感 動的 で

ある。新 しい土地 の人 々 との交 流 の中 で,彼 は,工 芸 の教育 的意義 に思 い至 る。

大工仕事 や料 理,芝 居や水泳 の方が,学 校教育 よ り,ず っ と大切 と考 えて,村

人 たち を巻 き込 んでい った。

村 お こしの物語 は,残 念 な ことに,た った6年 間で終わ って し'まう。 予期 さ

れ たよ うに,通 信,交 通 の不便 が命取 りになった。地 方で の工 房ユ ー トピアの

構想 は魅 力的で はあ ったけれ ど,製 品 をロ ン ドンで販売す るた めに は,高 い鉄

道運賃 をうわ のせ しなけれ ばな らなか った。 まめに修理 をす るこ とも難 しか っ

た。経 営上 の難 点 に,英 国の不 況 とい う時代 の波が重 なったので ある。

1908年 に ギル ドは破 産 し,職 人 たち は解雇 され るが,農 作 業 に よって工芸

の収 入 を補 い なが ら,第1次 世 界大戦 が始 まる1914年 まで仕事 を続 けて いた

職人 たち もい た。

お わ り に

アー ツ ・ア ン ド ・クラフツ ・ムー ヴメ ン トは,機 械 を前 にして人 々が感 じた

危機感 が生み だ した社会 的かつ倫 理的 な運 動だ った。技術 の進歩が必 らず しも

人類 の幸 福 と一 致す るわ けで はな い と言 う最初 の工業 国での認識 は,近 代産業

が導入 されて い った国で さ まざまな論議 や運動 を生 み,今 日に到 ってい る。

英 国のデザ イナー は,過 密 なス ラムや悲 惨 な工場労働,人 口の流 出 によって

寂 れてゆ く田舎 や,金 銭至上 主義 によって毒 され てゆ く人 間 たちを最初 に 目に
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した人 々で ある。彼 らはそれぞれ に自分 自身 の道 を見 つ け,デ ザイ ンや クラフ

トについて個人 的な解釈 を確 立 した。

アー ツ ・ア ン ド ・クラ フツ ・ムーヴメ ン トの運動家 たち は,自 分 たち の価値

観 が現実 とあ ま りに違 うので,そ の仕事 は無駄 に終 るか も知 れない と理解 して

いた よ うに思われ る。彼 らの多 くは産 業のた めに働 いた に もかかわ らず,ひ と

り として社会 を改変 して ゆ く技術 の力について把握 してい なか った。

技術 が世界 を変 えてゆ く力 は,い わば人類全体 の創 造力 とで も言 うべ きダイ

ナ ミックなエネル ギー にある。 しか し,今,そ の力 が私 たちの生命 を育 む天 と

地 とを汚染 しは じめてい る。私 たち の,そ して,私 た ちの後 に続 く者 たちの生

命 を守 るた めに,今,私 たち は何 をしなけれ ばな らないのか。

先進 国で あった英 国 は,そ の先進性故 に最初 の没落 を演 じるこ ととな る。 し

か し,外 国 を倣 った国家事業 として の近代化 で はな く,ひ とりひ とりの心の繋

が りが花咲 かせ た英 国 の運動 は,デ ザ イ ンの原風 景 として こ ころに留 めてお き

たい。機械 を導 入 して,大 量 生産,大 量消費 に励 んだ結 果が,私 たち に環境 の

破壊 や弱者 の差 別 をつ きつ け,ア ー ツ ・ア ン ド ・クラ フツ ・ムーヴメ ン トの残

した課題 は,ラ ス キンの生 きた時代 よりず っ と差 し迫 った もの となって きてい

る。

アシュ ビーが非公 開のメモで語 ってい るように,つ くられた ものが 「少数 の

貴 族 社会 を満 足 させ る製 品」15)にす ぎなか った にせ よ,そ の制作 プ ロセスに は,

喜 びのあ る労働 とい う ドラマが 内在 して いた。 それ は,人 間の身 の丈 に合 わせ

た生活 の営 み方 として,明 日の私た ちを考 える手 がか りで もある。

ア シュ ビー は,ギ ル ドを振 りか えって次 の ように述べ て いる。 「多 くの新 鮮

なデザイ ン ・モチー フは,事 を如何 に学 び,そ れ を成就 させ てゆ くかの中 に隠

されてい る。 だか ら,工 房 の中で,少 数 の者 たちが共 に学び信頼 しあい,そ し

てお互 いの限界 を知 った時 に,そ の結 びつ きが創造的 に な り,そ こで発 展 され

た性格 が作 品の姿へ と反映 され ていったので ある。人 間性 とクラ フ トマ ンシ ッ
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プ が 基 本 的 要 素 だ っ た 。」16)

こ の 言 葉 に ラ ス キ ン の 言 う最 も豊 か な 富,元 気 の い い,眼 の 輝 い た,心 楽 し

い 人 間 た ち の 共 同 体,ユ ー ト ピ ア が 見 え て 来 は し な い か 。 企 業 に よ っ て 喚 起 さ

れ た 欲 望 を,ゲ ー ム 感 覚 で 消 費 す る 日 本 の デ ザ イ ン の 隆 盛 を否 定 し よ う と は思

わ な い 。 物 に 溢 れ た 時 代 だ か ら こ そ,多 様 な 選 択 肢 の 中 か ら,主 体 的 に 選 び とっ

た 禁 欲 の 姿 勢 に 贅 沢 が 感 じ ら れ る の だ 。 金 銭 に よ る 価 値 づ け を 拒 否 す る 価 値 の

意 味 そ の も の へ の 追 求 。 ラ ス キ ン の 残 し た 言 葉 は,核 と大 気 汚 染 の 恐 怖 を 前 に,

今,人 類 の 存 続 を 賭 け た 選 択 と な っ て き て い る 。
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